
 

 ２０１５年５月実績概要（メモ）  

（２０１５．６．１８） 

１．生 産 動 向                              

エチレン生産は輸出が好調なこともあり高稼働継続、誘導品の生産は品目毎で増減あり。 
イ）エチレン ５３１，３００トン  

 前 月  比    ▲ ７．３％（▲ ４１，７００トン） 
 前年同月比    ＋ ０．２％（＋  １，１００トン） 

稼働プラントの実質稼働率試算：前月９４．７％→ 当月 ９４．１％ ←前年同月９１．４％ 
定修プラント：前月 １社１プラント → 当月 １社１プラント ←前年同月 ２社２プラント 

 
ロ）主な石油化学製品 

前月比では、日数増があったが、主に定修規模差から LD、HD、PS、MMA モノマー、ベンゼン、

トルエン、キシレンなどの１３品目でマイナス。PP、SBR、BR などの４品目はプラスとなった。 
前年比では、定修規模差や稼働率要因等から PP、塩ビ樹脂、塩ビモノマー、EO、EG、BR、キシレ

ンなどの７品目でプラス。LD、HD、PS、SM、MMA モノマー、AN、ベンゼンなどの１０品目は

マイナスとなった。 

 

２．樹脂の生産・出荷状況（LD、HD、PP、PS） 
イ）生  産 

前月比では、日数は増加したが、春の定修の集中時期にあたったことや稼働率要因から LD、HD、
PS では大幅なマイナスとなった。PP は主として定修規模の減少からプラスとなった。 
前年比では、稼働率要因等から LD、HD、PS ではマイナス。PP は定修規模差等からプラスとなっ
た。 

ロ）国内出荷 
前月比では、大型連休に伴う営業日数の減少もあり LD、HD、PP、PS の４樹脂揃ってマイナスと
なった。 
前年比では、LD、HD では輸入品の減少が続いていることもあり、フィルム分野の出荷が増加した。
PP では先安感からのユーザー産業における買い控えの姿勢もほぼ解消されこともあり、主用途の射
出成形分野、押出成形分野の出荷が増加した。PS でも包装分野、雑貨・産業用の出荷が増加しプラ
スとなった。 

ハ）輸    出 
前月に続いて良好な交易条件から LD、PP は前月比でプラス。前年比でも LD、HD、PP でプラス
となった。 

ニ）在    庫 
在庫量は、LD、HD、PS で減少し、PP はやや増加した。在庫率(季節調整済）は LD、HD、PP は
前月に対して低下、PS は前月並となった。在庫水準としては、LD はやや高め、HD、PP、PS はほ
ぼ適正水準となっている。 

 
 
 
 
 
 
 

以 上 

 生産増減に係る諸要因 ＜前 月 比＞ ＜前年同月比＞  
 日数増減 ＋ ３．３％ －  
 定修要因等 ▲ ６．０％ ＋ ０．７ ％  
 能力増減  ▲ ４．０％ ▲  ４．１ ％  

 稼働率変動 ▲ ０．６％ ＋  ３．６ ％  
 生産増減率 ▲ ７．３％ ＋  ０．２ ％  

 
 

前月対比増減量 
（単位:トン） 

季節調整済在庫率（単位:ヶ月） 

４月末 ５月末 

L D ▲  ３，３００ ３．５ ３．１ 

H D ▲１２，５００ ２．８ ２．６ 

P P ＋ ７，０００  ２．６ ２．５ 

P S  ▲ ６，７００ １．２ １．２ 


